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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､岡山県の中山間地域の M 町の母子保健計画策定事業から得た資料を用い
て､子供の肥満とテレビ視聴の関連を評価した研究である｡2008年 2月､全 616名
の就学前幼児を対象とし､自己記入式の調査票により､テレビ視聴の時間を､一日2
時間未満 と2時間以上の2カテゴリー に分け､肥満との関係を検討した｡476名に対
する調査で､77.3%の回収率であった｡一日2時間以上テレビ視聴する就学前幼児は
26.9%であり､8.20/.が肥満に分類された｡テレビ視聴に2時間以上の曝露をうけてい
る幼児は､2時間以下の曝露幼児に比し､毎日朝食を摂取していない傾向と､より頻
繁にスナック菓子を摂取する傾向が認められた｡しかしながら､ロジスティック回帰
分析によるテレビ視聴曝露と肥満との関係は､統計調整前 (OR-1.ll,95%CI:0.50
-2.49)調整後 (OR-1.ll,95%CI:0.50-2.51)ともに認められなかった｡以上
より､本研究は､就学前幼児におけるテレビ視聴と肥満の関連を否定する結果を示し
たが､地域において､生活習慣と幼児の肥満の関連性に取り組んだものであり､公衆
衛生学的に価値あるものと評価された｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるo
尚､本研究には､就学後の学童との比較や都市部の就学前幼児との比較､さらにもっ
と多くの社会環境因子との関連性の調査が必要であるとの意見があった｡
